
 

125 周年記念式典

　

２
月
11
日
、
同
志
社
大
学
寒
梅
館
ハ
ー

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
125
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
前
半
は
野
村
武
夫
学
園
理
事
長
の

祈
り
に
始
ま
る
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
書
朗
読
で
は
亀
井
剛
理
事
長
の
日
本

語
に
よ
る
朗
読
、
続
い
て
イ
ン
ド
・
ラ

ン
チ
、
台
湾
・
台
中
、
韓
国
・
仁
川
、

ネ
パ
ー
ル
各
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
に
よ

る
各
国
語
で
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熊
谷
綾
乃
さ
ん
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歌
独
唱

で
始
ま
っ
た
後
半
は
、
山
内
京
都
府
副

知
事
、
門
川
京
都
市
長
の
挨
拶
が
あ
り

府
・
市
か
ら
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
の
特
別
感
謝

状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
京

都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

歴
史
・
現
在
・
そ
し
て
未

来
を
テ
ー
マ
に
ム
ー
ビ
ー
上
映
が
行
わ

れ
、
ム
ー
ビ
ー
終
了
時
に
は
体
育
や
野

外
活
動
の
子
ど
も
た
ち
が
舞
台
に
出
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
自
分
た
ち
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
最
後
は
神
﨑
総
主

事
の
謝
辞
・
祈
り
、
そ
し
て
熊
谷
綾
乃

さ
ん
の
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
」

独
唱
で
式
典
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

報
告　

古
田 

裕
和

125 周年記念式典

感
謝
と
祈
り

　

一
八
八
九
年
京
都
木
屋
町
三
条
で

創
立
し
た
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本

に
お
い
て
５
番
目
に
創
立
さ
れ
た
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
り
、
幾
多
の
激
動
と
困

難
を
経
な
が
ら
現
在
に
そ
の
運
動
を

引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。

　

125
年
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
見
え
ざ
る
神
の
摂
理
と
人

知
を
超
え
る
神
の
導
き
を
信
じ
た
先

達
、
ま
た
、
い
か
な
る
困
難
を
も
超

え
得
る
と
も
信
じ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
連

な
る
人
々
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

歴
史
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
に
参
画
す
る

一
人
ひ
と
り
の
熱
き
祈
り
の
歩
み
で

あ
り
、
生
き
様
の
結
晶
で
あ
り
ま
す
。

今
、
新
し
い
決
意
を
持
っ
て
立
ち
上

が
り
、
先
人
の
祈
り
と
幻
、
献
身
と

奉
仕
の
心
を
受
け
継
い
で
、
聖
書
に

示
さ
れ
た
「
わ
た
し
に
つ
な
が
っ
て

い
な
さ
い
。
わ
た
し
も
あ
な
た
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ぶ
ど
う
の
枝
が
、

木
に
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
自

分
で
は
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
も
、
わ
た
し

に
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
実
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
の
キ

リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
言
葉
を
信
じ
つ

つ
先
達
の
歩
み
を
歴
史
の
英
知
と
し

て
継
承
し
、
使
命
の
達
成
に
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
邁
進
し
た
い
と
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立

125
記
念
式
典
＆
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

多
く
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立

125
記
念
式
典
＆
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

多
く
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづき、
青少年と共に精神・知性・身体の全人的な成長を促す運動を
すすめます。

人々との出会いを通じ、互いの人権を尊重し、生涯にわたって
共に学び合う学習活動を展開します。

地球的な視点から、望ましい環境の実現につとめつつ、いのち
あるすべてのものが共に生きる平和な世界を築く運動を展開します。

京都ＹＭＣＡの使命（1991 年 1月採択）

京都ＹＭＣＡは

公
益
財
団
法
人 

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
　
神
﨑 

清
一
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京都YMCAは

・イエス・キリストによって示された愛と奉仕   

　の精神にもとづき、青少年と共に精神・知性・身

　体の全人的な成長を促す運動をすすめます。

・人々との出会いを通じ、互いの人権を尊重し、生涯

　にわたって共に学び合う学習活動を展開します。

・地球的な視点から、望ましい環境の実現につとめ

　つつ、いのちあるすべてのものがともに生きる平

　和な世界を築く運動を展開します。ホームページ　http ://www.kyotoymca.or . jp
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

國
松
竜
次
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

～
ギ
タ
ー
名
曲
集
を
弾
く
～

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
今
・
若
者
に
目
を
向
け
て
欲
し
い
世
界
」

１
２
５
周
年
記
念
講
演
会

「
21
世
紀
に
は
ば
た
く

国
際
人
に
な
る
た
め
に
」

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
＆

映
画
上
映
会

　

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
奏
者
の
文
字
み
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
や
、
ア
ナ
と
雪
の
女
王
、
ド
ラ
え
も

ん
な
ど
今
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
曲
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
大
合
唱
し
た
り
、

リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
映
画
「
怪
盗
グ
ル
―
と
ミ
ニ
オ
ン
危
機

一
発
」
の
上
映
会
で
は
、
家
族
や
仲
間
が
困
っ
た

と
き
、
自
分
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
、

と
い
う
動
機
づ
け
を
踏
ま
え
て
鑑
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
自
身
が
映
画
を
通
し
て
助
け
合
う
こ

と
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

報
告　

渡
邊 

文
子
、
吉
田 

真
菜

　

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
21
世

紀
に
は
ば
た
く
国
際
人
と
な
る
た
め

に
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
、
日
本
が

持
つ
良
い
と
こ
ろ
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
た
お
話

に
、
会
場
の
皆
様
も
た
い
へ
ん
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。
若
者

は
も
っ
と
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く

べ
き
だ
と
訴
え
る
言
葉
が
胸
に
響
き

ま
し
た
。

報
告　

石
田 

晋
治

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
人
３
名
の

計
６
名
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
の
絶
妙

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
熱
い
想
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
苦
労
に

戸
惑
う
こ
と
な
く
、
異
国
で
の
奮
闘

を
続
け
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
も

発
言
が
多
数
あ
り
、
明
日
か
ら
の
挑

戦
を
考
え
る
ひ
と
時
で
し
た
。

報
告　

三
保 

俊
幸

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
開
催

さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
が
、
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

期
待
ど
お
り
國
松
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
素
晴
ら
し
も
の
で

し
た
。
ギ
タ
ー
一
本
で
あ
れ
だ

け
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
は

…
。
皆
様
も
満
足
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
基
金

も
趣
旨
に
則
り
多
く
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報
告　

坂
井 　

昇

市民フォーラム市民フォーラム

子
ど
も
広
場

子
ど
も
広
場

( 昭和22年 10月 27日第三種郵便物許可 ) THE YMCA 京都版

T h e  1 2 5 t h  A n n i v e r s a r y  1 8 8 9 - 2 0 1 4
K Y O T O  Y M C A

( 2 )第 690 号 2015 年 3 月 1 日

T h e  1 2 5 t h  A n n i v e r s a r y  1 8 8 9 - 2 0 1 4
K Y O T O  Y M C A



ＡＩＤＳ文化フォーラム
in 京都運営委員会

事務局　京都ＹＭＣＡ
ＡＩＤＳ文化
ﾌｫｰﾗﾑ in京都
運 営 委 員 会

公益社団法人 
日本キリスト教海外医療協力会

関西事務局　渋江 理香

設 立 年 ：1968 年
スタッフ ：３名

ＪＯＣＳ
関西事務局

京都府キャンプ協会
会　長　黒木 保博
副会長　神﨑 清一

設 立 年 ：1980 年

京都府
キャンプ協会

　1994 年から横浜で毎年８月に開催されている
市民活動「ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜」の
思いと経験を受け継いで、全国各地でＨＩＶ／
ＡＩＤＳに取り組む団体・個人の発表・交流の
場として、また多くの市民、特に若者に向けて
の啓発の場として、2011 年から「ＡＩＤＳ文化
フォーラム in 京都」を毎年 10 月に開催してい
ます。
　「エイズ問題の啓発」「多様性を理解する」「ともに生きる」を目的に、
エイズ問題に取り組むにあたり、日常のさまざまな領域に関わる必要
から、これらを文化としてとらえ「ＡＩＤＳ文化フォーラム」と名付
けています。ＨＩＶ／ＡＩＤＳへの理解を深めるために、若者・文化・
陽性者・医療・教育・セクシャリティーの多様性
を理解するといった視点から講演・ワークショッ
プや展示を行なっています。
　横浜で始まったこのフォーラムは現在では京
都、陸前高田、佐賀へと広がっています。
　また、今年は第５回ＡＩＤＳ文化フォーラム in
京都～エイズを知ろう、エイズで学ぼうⅤ～を 10
月３、４日に同志社大学で開催予定です。

　私どもＪＯＣＳは、正式名称を公益社団法人 日本キリスト教海外
医療協力会といい、1960 年よりアジア・アフリカの医療の十分では
ない地域に、医師、看護婦などの医療従事者を派遣し、また現地で働
いている医療従事者に奨学金支援している民間団体（ＮＧＯ）です。
　本部は東京の早稲田にありますが、ブランチとして大阪梅田に関西
事務局があります。関西地域にはいくつかのＪＯＣＳの後援会があり、
その一つが京都ＪＯＣＳです。毎年、京都ＪＯＣＳが主催しているチャ
リティーウォーカソンやコン
サートなどに、京都ＹＭＣＡ
及び京都ウイングワイズメン
ズクラブの方々がご協力くだ
さっています。これからもキリ
スト教精神に基づいた活動を
している団体として、共に歩ん
でいかれたらと思っています。

　1963 年にケネディー大統領の妹ユニス・ケネディー・シュライバー
さんが自宅の庭を開放してサマーキャンプを開催したのが始まりで
す。日本では 1994 年にスタートし、1996 年 11 月 17 日に京都が設
立しました。
　京都での活動は知的発達障害のある８歳以
上の方に、日常的に８種目のスポーツプログ
ラムを開催すると共に、京都や近畿大会など
を開催し、全国大会や世界大会などに選手を
派遣しています。この日常的プログラムと大
会という発表の場を提供するという意味か
ら、「スペシャルオリンピックス」と複数系
の呼称を使用しています。

ＮＰＯ法人
スペシャルオリンピックス
日本・京都

専務理事　木本和秀

設立年月日：1996年11月17日
アスリート数：214 名
コーチ・ボランティア数：314名

スペシャル
オリンピックス
日本・京都

　京都におけるキャンプ指導者の資質向上を目的として、ボーイスカ
ウト、ガールスカウトならびにＹＭＣＡをはじめとしたキャンプを主
催している施設や団体が発起人となって 1980 年に発足し、現在は公
益社団法人日本キャンプ協会の京都の事務局として活動しています。
　事務所は設立当初より京都ＹＭＣＡ内に置き、発足以来、京都府
下及び市内における、キャンプの発展と指導者の養成を行ってまい
りました。
　具体的な活動としては、ホームページならびに会報誌の発行、地域
での普及活動として自然体験やクラフト紹介、指導者の養成講習会、
防災キャンプの指導などを行っています。　　
　会員数は、１級指導者約 48 名、２級指導者約 67 名をはじめ約
300 名で、宇治のリトリートセンター、花背山の家、アクトパル宇
治ならびに京都ＹＭＣＡ三条本館などを拠点にしていますが、とき

には依頼に応じて、各地に指導者を派遣させ
ていただいています。
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　京都ＺＥＲＯワイズメンズク
ラブは、京都トゥービーワイズ
メンズクラブの子クラブとし
て、2010 年８月 29 日にチャー
ターして今期で５期目を迎えて
います。会則に定めてあるＺＥ
ＲＯクラブ会員のモットーは、

「from ＺＥＲＯ」です。これは
簡単に言い替えますと時の流れ
や変化があっても、しなやかに反応し対応してい
くということかと思います。わずか４期半の間に
おいても、予想外の事象が幾度か発生しましたが
その都度「from ＺＥＲＯ」の精神で乗り越えて
きて、さらにはＹＭＣＡをはじめ他クラブの皆様
のお力添えをいただき今日に至っております。

　 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ へ の サ
ポートとしましては、
形に残っているもの
としてこれまでにリ
トリートセンターに
は「石窯＆おくどさ
ん」、サバエキャンプ
場には「日陰棚」が

あります。また、ＺＥＲＯクラブの特色としては、
オータムフェスタ・夜桜フェスタ、あるいはリト
リートセンター準備ワーク・国際協力フェステイ
バル・かもがわチャリティーラン・福島被災者支
援リフレッシュファミリーキャンプ等において提
供させていただいている食事について、同じメ

ニューを踏襲せずに毎回違っ
たおいしい食事を、クラブメ
ンバーであるシェフのアドバ
イスを受けつつではあります
が、今までのところ提供させ
ていただいています。
　ＧＣＳ支援としては、「ＳＨ
ＯＷ ＴＩＭＥ」というイベン
トを、ワイズメンズクラブの

広報を兼ねて毎年継続して開催し、わずかですが
その収益を提供させていただいています。特に今
期は「ＳＨＯＷ ＴＩＭＥ 2014」とし京都ＹＭＣ
Ａ創立 125 周年記念事業として開催させていた
だきました。他には、地域奉仕事業として、ＹＭ
ＣＡ関連では京都府立医大こども病院夏祭り、そ
してＹＭＣＡ以外では西京区の保育園の夏祭り等
をサポートさせていただいております。
最後になりましたが、京都ＹＭＣＡ創立 125 周
年記念募金協力として、今期６月にチャリティー
ライブコンサートを企画しております。現在、メ
ンバーが力を合わせて成功できるように頑張って
おり、準備が出来次第皆様にもご案内させていた
だきます。ワイズメン以外の皆様にもＹＭＣＡ
をサポートしているなかのひとつとして、ワイズ
メンズクラブの存
在と活動に関心を
持っていただける
機会にもなるかと
思います。出来る
限りご協力お願い
します！

京都ＺＥＲＯワイズメンズクラブ
第 5 期会長　河村 栄二

副会長　宮越　 寛

設立年月日：2010 年 8 月 29 日
メンバー数：23 名
例 会 日：第２・第４木曜日　
会 　場：ホテル日航プリンセス京都

京都ＺＥＲＯ
ワイズメンズ
クラブ

京都ウェルワイズメンズクラブ
第 10 期会長　松田 博一

設立年月日：2005 年６月 25 日
メンバー数：６名
例 会 日：第３火曜日　
会 　場：御所西京都平安ホテル

京 都 ウ ェ ル
ワイズメンズ
クラブ

　 私 た ち 京 都
ウ ェ ル ワ イ ズ
メ ン ズ ク ラ ブ
は、 今 期 の 主
題 を「 歩 み を
止 め る な 」 ～
諦 め な い カ メ
と 居 眠 り し な

いウサギ～と定め、クラブ内の繋がりを強めるこ
とと、クラブ員数増強を目標に頑張っています。
　ウェルクラブ設立以来、活動の中心をＹＭＣＡ
サービスに据え、月２回の例会の内、１回は野外
例会としてＹ ’ サ事業に当てています。リトリー
トセンターやサバエキャンプ場の開設ワーク、オー
タムフェスタや夜桜フェスタなどのイベント、青
い空と白い雲のキャンプや府立病院子供コンサー
トのサポート、チャリティーランや車椅子駅伝へ
の参加など、様々な活動を行なっています。
　その中で、近年新しく始めたのが「レモンファ
ンド」です。これは、“ アレックスのレモネード
スタンド ” に倣った、青い空と白い雲のキャンプ
や府立病院子供コンサートに向けてのファンドで
す。この “ アレックスのレモネードスタンド ” と
いうのは、アメリカ人の少女アレックスが、ガン
治療の為の薬を作ってもらおうと、自宅の前にレ
モネードスタンドを開いたという実話です。「人生

が酸っぱいレモンをくれるなら、それで甘いレモ
ネードを作ればいい…」これはアレックスが好き
な言葉でした。そして、アレックス自身も小児ガ
ンと戦い、2004 年８月に８歳という短い命を終え
ています。まだまだ、軌道に乗ったとは言い難い
取り組みですが、これから大きく育てていきたい
と思っています。皆さんも、どこかで「レモンファ
ンド」の名前を耳にされたときは、どうかご協力
を宜しくお願いします。
　その他、昨年は年末のロビーコンサートで、キャ
ロリングのサポートをする事ができました。最近
はなかなか参加することができなかったので、ロ
ビーコンサートに参加することができて良かった
と思っています。
　これからも、私たちウェルクラブは京都ＹＭＣ
Ａと共に歩んで行きたいと思っていますので、ど
うか皆様宜しくお願いいたします。

T h e  1 2 5 t h  A n n i v e r s a r y  1 8 8 9 - 2 0 1 4
K Y O T O  Y M C A
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